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日立諾特許

マイクロコンピュータ制御によるエレベーター
日立製作所は,エレベーターの機能

性能の向上,省エネルギー,保全性の

向上などの特色を備えたマイクロコン

ピュータ制御によるエレベーターを開

発した｡

図lに示すエレベーター制御回路の

概略図のうち,点線で囲んだ部分をマ

イクロコンピュータで構成し,その演

算機能を利用して,戸閉め時間の自動

調整,かご内照明とフアンの自動休止

などにより,機能向上及び省電力を図

ることができる｡更に,図2に示すよ

うに,主,従2個のマイクロコンピュ

ータ(MCl,MC2)を用い,万一どちら

か【一方が故障しても,正常なマイクロ

コンピュータで救出運転を続け､乗客

が故障したエレベ【タ【内に閉じ込め

られることを防止しているし)

1.!特長･効果

(1)機能分散により,高性能の制御プ

ログラムを応答よく処理する｡

(2)主,従相互のコンピュータで動作

中の処王里を常時チェックし,信相性を

高めた｡
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PG(速度発電機)

路の概要

(3)機器の故障診断機能を加え,イ米全

作が向__Lした｡

2.提供技術

{ 関連特許の実施許諾

特開昭5ト31769号

｢エレベータ制御装置+ほか3件

■ 技術指導

マイクロコンピュータを利用した分光光度計
分光光度計は,特定の丁度長の光を言式

料に照射し,透過率や反射率を測定す

る理化学機器で,化学分野を中心に分

析や品質管王聖用に用いられている｡分

光光度計は,光源ランプから出た光を

単色光にする分光器機構系の制御,i則

定結果のi寅算処理,記録,外部システ

分光器横構系

表示

′
ス
イ
諸
手
を
入
れ
る

リ
ム
ニ

モ
ラ
い
認

メ
グ
な
確

蔵
口
常
を

内
プ
異
と

ラ硬

膏

ミ
動
卜
々
/
切

夕電

ツ
ル
}
ノ
諾

々
ノ
長
リ

イ

ン確

七波

ス

フ

ラ作

1㍉･i

-
､動

横
構
系

光

漏

れ

点

検

ア
ン
プ
直
線
性
確
認

ラ
ン
プ
光
R
重
確
認

波
長
再
現
性
確
認

分

解

能

確

認

件条定測定進
丁
設

標
に

ナも

3分 6分

紆
p

50Hzか,60Hzか自動判定 検知器感度校正 波長精度校正 バンドパス校正

匡】3 自動校正操作川頁序

測

定

鞘

始

ベースライン平坦度校正

A-D

コンバータ

マイクロ

コンピュータ
システム

図l 演算処‡里ヰ幾構
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区】2 マイクロコンピュータ採用分光光度計

ムとの信号の送受信など,高速で高性

能の処理を必要とし,従来のアナログ

方式では複雑な回路を必要とした｡

日立製作所では,すべての演算を図

lに示す処理機構でマイクロコンピュ

ータにより完全ディ ジタル処理化し,

再現性,信頼性を格段に向上させた｡

分光器の機構系駆動も,7個のパルス

モ】タを内蔵して,すべてマイクロコ

ンピュータにより制御する方式となっ

た(図2)｡

1.特長･効果

(1)調整つまみは全くなく,だれが測

完Lても,いつい司一の正しい結果が

得られる｡

(2)通電するたびにl`‾1動校正,自己診

断を行ない,常に正しい状態で使用で

きる(図3参照)｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

■

t
l一

特開昭54-66】90号

｢二光束分光光度計+はか38件

技術情報

技術指導

データ

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡またノーハウについてもこ相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください.｡

ぉ問い合わせ先は… 株式書敢日元製イE祈
〒川5東京都港区浜松町二丁目4巷=引世悶易センタービ心電話(03)435-…ト8(ダイヤルイン)特許部特許営業グループ

73



日立評論 VOL.64 No.7(1982-7)545

CMOS8ビットシングルチップマイクロコンピュータ
"HD6301V”

HD6301Vは,世界ト､ノブレ/ヾルの処

理性能をもっているCMOS(Comple-

mentaryMetalOxide Semiconductor)

8ビ､ソトシングルチップマイクロコン

ビュ【タである｡CPU(中央処理装置)

のソフトウェア仕様,内蔵周辺機能は,
従来形NMOS(NチャネルMOS)マイク

ロコンビュ【タHD6801との互換作を

もっているが,従来占い二比べて,処理

什能,i一門苧電力,動作モード,システ

ム伯さ誰機能など,多くの持氏をもって

いる(匡=)｡

1.主な特長

(1)消費電力は30mW(1.OMHz動作時)

とNMOSのHD6801の約去である｡ま

た,スリープモード,スタンバイモ【

ドの使用により,更に低消費電力化が

可能である｡

(2)最少命令実行時間は0.5/∠Sと高速

である(HD63BOlV,2MHz動作時)｡

(3)動作電圧範囲が,3.0Vから6.0V

までと広い(0.5MHz動作時)｡

(4)命令セットは,HD6801のそれに加

えて,シングルチップマイクロコンピ

ュータの応用に便利な,ビット操作,

ビットテスト命令が追加されている｡

(5)外部拡張モードとして,新たにノ

ンマルチプレクス拡張モードをもって

おI),マルチナップマイクロコンビュ

"タとしてのJ応用も可能である｡
(6)雑音などによるCPUの暴走を防ぐ

ために,アドレストラップ,オペレー

ションコードトラップのエラー処理機

能をもち,高信相度のシステム動作が

可能である.⊃

2.主な応用分野

ハンディパ∽ソナルコンピュータ,

ハンディタMミナルなど,電池駆動形

図I HD630いノチップ写真

表l 主なイ土様

項 仕 様

命 令 体 系

●HD680】ファミリの拡張セット

●ビット操作･テスト命令.チェンジ命令.

スリープ命令

内 蔵 メ モ リ ●内蔵ROM4kバイト ●内蔵RAM128バイト

内 蔵 機 能

●多横能16ビットタイマ

(HD6801ファミリと同等機能)

●調歩同期形シリアル通信回路

(HD6801ファミリと同機能)

シ ス テ ム 拡張性

●シングルチップモード

●マルチプレクス拡張モード(最大64kバイト)

●ノンマルチプレクス拡張モード(貴大64k′くイト)

ト′′■0ポ ー ト 敷 ●29l.･0共通ポート

エ ラ ー 処 王空 ●アドレストラップ,オペレーションコードトラップ

動 作 速 度

●最小命令実行サイクル数l

●周波数0,lMHz¶l.OMHz(HD6301V)

0.1MHz～l.5MHz(HD63AO】∨)

0.1MHz～2.OMHz(HD63BO】∨)

満 貫 電 力

(/=lMHz,れ1r･-5V)

●動作モード 30mW(tYP)

●スリープモード 5mW(typ)

●スタンバイモード10Jバ〟(max)

動 作 電 圧 ●3.0､6.0V(f-0.5MHz動作時)

注:略語説明 ROM(恥ad Only Memory),RAM(R∂ndom Access

MemorY).レ0(入出力装置)

ポータブル機器,通信機器,プリンタ

などのOA(オフィスオートメーション)

機器,自動車用電子機器など広い範囲

にわたる応用が期待されている｡

3.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 半や体事業部)

CMOS4ビットシングルチップマイクロコンピュータ
"HMCS46C/47C”

HMCS46C/47Cは,ROM(Read On-

1y Memory)4k語を内蔵したCMOS

(Complementary MetalOxide Semト

conductor)4ビットシングルチ､ソプマ

イクロコンピュータであり,4ビット

マイクロコンビュ【タHMCS40シリー

ズの最上位機種である｡HMCS47C

(図l)は,HMCS46Cの入出力端子拡

張版である｡ROM,RAM(Random Ac-

cess Memory)容量の拡張と命令実行

の高速化により,今後いっそう高機能

化していくシングルチップマイクロコ

ンピュータ応用に最適の製品である｡

1.HMCS46C/47Cの主な特長

(1)命令体系はHMCS40シリーズと同

一である｡

(2)ROM4,096×10ビット,RAM256

×4ビットを内蔵している｡

(3)割込み入力2本を含めて,HMCS

46Cは34本の入出力端子,HMCS47C

は46本の入出力端子をもっている｡特

に,HMCS47Cは,入出力端子を多く

必要とする応用に最適である｡

(4)入出力端子ごとに,CMOS,プル

アップMOS付,NMOS(Nチャネル

MOS)オⅦプンドレインの形メ大のいず

れかを選択できるので,周辺回路との

インタ7ェーースに最適の形状を選択す

ることによって,外付部品点数をf成ら

すことができる｡

(5)消費電i充は,動作時4mWtyp,ス

タンバイ時(ホールトモード)66/∠Wmax

と小きいので,バッテリ【動作,バッ

テリーパックアップが可能である｡

2.主な応用分野

ECR(電子式キャ､ソシュレジスタ),

電了一タイプライタ,プリンタ,電話機

などのオフィス機器及びステレオ,テ

レビジョン,VTRなどのオ【デイオ,

ビデオ機器推びに自動車応同機器｡

3.主な機能

主な機能の概要を表1に示す｡

(日立製作所 半単体事業部)

表l ヰ幾能概要

図I

HMCS47C

チップ

ファミリ名

後節
HMCS46C HMCS47C

ッ ケ
ー ジ DP-42 FP-54,DP-64

電 源 電 圧 5V 5V

消費

電力

動 作 時 4mWtyp 4mWtyp

ス タ ン バ イ 時 66/lWmax 66/`Wmax

動 作 温 度 -20～＋75℃ -20～＋75℃

ノモり

ROM 4.Og6×川ビット 4′096×10ビット

RAM 256x4ビット Z56×4ビット

入 出 力 立岩 子 32本 44本

割込み
外 部 割 込 み 2本 2本

タイマ/イベントカウント あり あり

インストラクションサイクルタイム 5/′S 5/ノS

内 蔵 発 振 器
あ り(外部駆動可)

パワーオ ンリ セ ット回路

ス タ ン バ イ モ ー

ド ホールトモード ホールトモード
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高性能64kビットダイナミックRAM"HM4864A”

近年,電子計算機,各稚OA(オフィ

スオートメーション)樅器などの高惟能

化に対する要求の増大に伴い,それら

に使用される64kビットダイナミック

RAM(Random Access Memory)に対

図I

HM4864Aチ

ップ写真

Lても,高速化(アクセスタイム120ns

以下)への要求が高まっている｡また,

メモリシステムの大谷竜化,用途の多

様化も進み,ソフトエラーなど高信頼

性及び使いやすさも重要なポイントと

なっている｡これらI市場のニーズにこ

たえるため,高惟能64kビットダイナミ

ックRAM``HM4864A”シリーズ(図1)

を開発し製品化した｡

l.主な特長

(1)高速惟

64kビットダイナミックRAMとLて

は,初めて最高速アクセスタイム(如C)

120nsを実現した〔.更に,C月5(Column

Address Strobe)からのアクセスタイム

舌C月Cが従来タイプの64kビットダイナミ

､ノクRAMよりも高速化され,高速ペー

ジモード動作が可能となっている｡

(2)ソフトエラー

回路技術及びメモリセル容量の増大

により,ビット線の信号量を大幅に増

大させ,コーティングなしで,ソフト

エラー率のいっそうの偵｡減を図った｡
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表l 主な電気的仕様

形名

項目

HM4息64A12◆ HM4864A15 HM4864A-20

HM4864AP-12‥ HM4864AP-1S HM4畠64AP-20

電源電圧 5V±10%

待機電)克 3.5mA(和aX)

動作電涜 50mA(max)

叫JJ 2.4V(m■∩) 6.5V(max)

帆J
-】.0V(rnln) 0.8V(max)

f〟_1/, 120ns 150ns 200ns

む_1 68ns 7511S ‖]Dns

r〝川 60rlS 75ns 108ns

注:*】6ピンサーチイツフーパッケージ

**16ピン プラスチック
′てッケージ

(3)使いやすさ

Ⅹ･Yのアドレス切換えのためのタ

イミング(g月C上))に余裕をもたせ,タイ

ミング設定が容易である｡また,新た

にヒドゥンリフレッシュ機能を追加し,

出力データを保持した状態でリフレッ

シュを効率良〈行なえる｡

2.主な仕様

主な電気的仕様を表1に示す｡

(｢!立製作所 半導体事業部)
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